
びわ葉の神就「PR鞣労妙躾』
お経の中でも びわの本は「大薬王樹」

むゆうせん

びわの葉は「無憂扇」と呼ばれ

その薬効を讃えられていますが

びわ葉の薬効成分の中でも

アミグダリンの働きは

とても面白いのです

さてアミグダリンは

ガンに効く物質として

知られています（　（
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アミグダリンは

書譜、ベンズアルデヒド
そして2つの選要で
できています

青酸はいうまでもなく

猛毒ですが

このように結合している

限 りにおいては

毒性はありません

次に人間の野番を守っている
雷霊撃なマイナスの電位を
持っていて

プラスの電位を持っている

具合の悪い細胞や細菌を

見付けて攻撃します

白血球はガン細胞を

攻撃対象として

認識できないのです

マイナスの

電子を帯びた

タンパク質の

膜に覆われ

ガン細胞も

プラスの電位を

っています

ところで

ガン細胞の周囲には

β―グルコシダーゼ
ぶんかいこうそ

という分解酵素が

集まっています
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一ヽ轍饗で銭為」

ここに

アミグダリンが

近づくと

β―グルヨシダーゼが

アミグダリンを

分解 します

びわの葉には

これ以外にも

縮Xt被霧等
さまざまな

薫霧がぁって

だから

「大薬王樹Jと
呼ばれるのです

すると青酸と

ベンズアルデヒドが

ガン細胞を覆つていた

タンパク質を溶かして

しまうので

プラス電位を

認識した自血球が

ガン細胞を攻撃

するように

なるのです


